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いまモーターサイクルが、大きな変貌を遂げようとしている。私たちはまさに、その瞬

間に立ち会っているに違いない。FZ750。この一台は、ジェネシスという、思想のも
とに生まれた。モーターサイクルに求められが高性能”というものをーから模索し、

その解答をマシンに形づくるためのコンセプトが、ジェネシス。そして遂に、一台の

マシンがベールを脱いだ。ライダーよ、これがジェネシスだ。FZ750。このマシン
を操るときの、あのこみあげてくる充足感は、たとえようがない。大きくHij傾した4ストロ
ーク水冷インライン・フォアのパワーユニットは、 5バルブ•DOHCを搭載。その最
高出力もさることながら、図太いトルク、圧倒的パワーフィーリングこそが、ライダ

ーの魂を揺さぶる。さらに均等な前後重塁配分と低重心化、重鼠マスの集中化

が、操縦性、走行安定性を比類なき高みへ導いた。また、あのラテラルフレーム

の血を引く高剛性角型ワイドフレーム、大径39¢のバリアブルダンパー装備フロ
ントサスペンション、アルミ角型リヤアームとプログラム・リンク式モノクロスサスペンショ

ン、専用開発の偏平ラジアルタイヤなどのメカニズムも、ジェネシスという思想に基

いて有機的なシャシーを構成。走りの高バランスを実現し、真の人車一体感を

生む。そして、レーサーレプリカー辺倒との訣別を告げるかのようなフォルム。畏

形2灯のハロゲンヘッドランプは、まるて‘モーターサイクルの未来を照らすかの
ようだ。FZ750。ジェネシスの思想をその全身にi張らせて、新登場。この思想
なくしては生まれなかった、走ることの満足感を、心ゆくまて‘‘味わってもらいたい。



マシンに対して、何のストレスも感じない。ただ走ることにのみ全神経を集 ジェネシスという思想は、モーターサイクルは人間が乗り、走ることを楽しむ

中てきる。まるてマ`シンが消え失せて、自分の五体と五感だけて走っているよ ためにある、という認識からスタートした。決してパフォーマンスを求めて生まれた

うたs＿ーとは、私たちのテストライダーのなかても、最も過激なテストばかり担 思想てはない。もちろんバフォーマンスにおいても、またその持てるボテンシャル

当している男の言葉てある。蒋段とんてもない速度てマ

シンの挙動を探っているライダーにして、マシンの

存在を感じさせないと言わしめるところに、ジェ

ネシスという思想の狙いが如実に示されて

いよう。ジェネシス。それはモーターサイクル

に求められる品性能の何たるかを追求し、その

解答をマシンという形に具現化するための思想てある。そしてその解答とは、

‘'ライダーに与えうる走ることの満足感”てあった。月並みな言葉だと思われる

かもしれない。しかし、本当にそうだろうか。果たしてあなたは、満足してモータ

ーサイクルとつき合っているのだろうか。たとえばレーシー全盛の昨今だが、

サーキットとオープンロードとては、求められる走りの資質が少し晃なるはず

てある。もちろん、レーシーなマシンを操る楽しさを否定するわけてはない。が、

スポーツバイクを操るあの快感を、バフォーマンスだけて実現てきるとは、私

たちには思えなかったのだ。

においても、従来のものを圧倒的に凌駕するのだが、ジェネシスはスペック至

上主義に至る思想とは方向を異にするのてある。使いこなせる、使って楽しい

高性能とても言おうか。4ストローク水冷インライン4のエンジンも、独創の5

バルプ•DOH C機構も、ジェネシスの思想をマシンに形づくるうえて必要とさ

れたからこそ、開発された。フレームや足まわりから、小さなビスの一本に至るま

てをジェネシスの目的のために統合し、有機的な構成を目指して開発したのて‘

ある。いままてのマシン造りがコンポーネントの組み合わせてあったとしたら、

ジェネシスは走りを楽しむためにすべてのパーツをインテグレートする、と考え

FZ750のパワーユニットをひとことて言 うなら、高効率という言葉に集約され

る。吸気効率、燃焼効率、排気効率、機械効率など、つまりガソリンの持つエ

ネルギーをいかに効率良く後輪に伝えるかを、私たちは徹底的に追求した。

まずそのエンジンの前傾によって口［能となった、ストレートな吸気ラインにご注

目項きたい。しかもインテークボートはポート内に出っ張っていたバルプガイ

ドを排除し、バルプもステム下部を細く加工したウェストバルプを採用するな

抗の低滅策を徹底的に施した。さらに吸気効率に優れた
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フトBSキャプレターはFZ750のた

めに新設計された34¢の大

-...,, I径。加えて5バルプ機構によっ

ンなどとあいまって抜群の

吸気効率を達成した

のてある。

次に燃焼効率。FZ750に採用された5バルプ・

DOHCという画期的メカニズムは、燃焼室形状追求

の結果生まれたのてある。理想の燃焼室は球状に近く、バルプをなるべ
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のが理想的てあることを突きとめてはいた。ただ従来の動弁系てはその

尖現は難しい。そこて私

たちは多バルプを開発。そして5

バルプがベストとの結論を得た

のてある。図を参照してもらいた

い。FZ750は5バルプによってク

ラス最高11.2という圧縮比と同

時に、 9よば球状の燃焼室上面

および凹型ヒ°ストンヘッドを実現。

従来ては望めなかったはど高い

燃焼効率を得て、 77ps/9,500

r.p.m．の贔高出力とともにクラス品大7.0kg-m/6,500r.p.m．という強大なトル

クを獲得したのてある。

さて、世界て初めて市販化に成功した5バルプ。その貢献はもちろん燃焼効

率にとどまらない。クロームモリプデン銅のカムシャフトによるバルプ駆動は、

インナーパット式直押しリフターという、カムシャフトがバルプをダイレクトに駆

＞
 



てほしい。そしてFZ750。この一台はその結果生まれたマシンなのてある。 って同じことがてきるようになるのてあ

思いどおりに、マシンを操る。とても難しいことだが、それを成し得た時の快感 る。ライダーがマシンの介在を感じな

は何にも増して大きいものだ。ジェネシスは、操る快感イコールスパルタンて いほどに、走ることに集中てきる。マシン

した。つまり、あなたも経験があろうあの魂が震えるような感覚を、多くの人た

ちと分かち合うことがてきる。また、今まて相当なリスクを背負ってその感覚を

味わ 、~ っていたのだとしたら、もっ

はライダーの意志に応えて、ライダー

の必要とするバワーを、トルクを、操

縦性・走行安定性や旋回性を、そして

制動性能を

はライ

のコ

発揮する。それ

ダーとマシン

ミュニケーシ

を考えるに最

FZ750なのて

ある。

FZ750。このマ

シンは、少なか

らず腕に党えの

あるライダーに

こそ乗って項き

たし、。きっと、モ

ーターサイクル

を操ることの楽

しさを再認識さ

れるに違いない。

それにしてもFZ

750の釆り味を、

コミュニケーションを実現するのがジェネシスの

思想。そしてその思想を具現化して生ま

どう語ればいいのだろうか。いや、それはマシンに跨ったときの、あなたの感性

に委ねよう。もしもあえてひとこと言わせて項くとするならば、このマシンは、

目的地に着いてしまうのが残念てたまらなくなるマシンだ、とてもしておこうか。

方式を採用。 高回転時においても止確なパルプ作動を約

束した。さらにバルプー本あたりの慣性質益の低減は、エンジンの高回転化

はもちろん、バルプスプリングのシングル化、バルプリフターおよびパットの

軽贔化、そして他の関連パーツのシェイプアップを促した。それはバルプ駆

動に複雑なメカニズムを排除したことも手伝って、一気筒あたり5つのバルプ

を配するという画期的メカニズムてありながら、従米の4バルプよりむしろシン

プルな構造を実現してもいるのてある。

一方、前傾45度のエンジンは、エキゾーストパイプの曲がりを少なくするとと

もにそのクロスレイアウトを実現。1-4、2-3シリンダーを接続したことによって排

気脈動効果による排気効率の て、過配な状況にも安定したエンジン冷却を約束する。またクラッチは油

向上と、フラットなトルク特性を 圧式を採用。軽い操作とメンテナンスフリ ーの実現。そして、ジェネシスの

達成。また多段膨張反転式の バワーユニットたるべき調教が施されている。もちろんその調教が、このエ

マフラー内部にはベルマウス

管を採用し、消音効果を維

持しつつ排圧を低く抑え、

：：］：口：：の口：キ；／g／



FZ750。 その構成は、まるて牛き物のように緻密て-◊理

的だ。たとえばエンジンはFZ750の場合、シャシーの一

部といった次冗を超えて、マシンの操安性に寄りしている

のてある。この削條エンジンはまず、それ白体の1iijに｛頃い

た重砒バランスによって、車体の前後荷重虻分のイ ー

プン化をもたらした。さらに従来ならキャプレターやエア

クリーナーがあった部分にフュエルタンクを配置てき、

ニーグリップしやすい車体を実現したうえて低重心化

心位置の

前後移

動をす｛｛かない。また r~i傾

エンジンは全高が低いため

フレームのヘッドパイプ部を

低く設計てき、低い位四にマ

ジェネシスという思想は、「モーターサイクルは人間が操る」という事実を基，’・'.I;

に出発した。だからFZ750は、跨るライダーの感性を大切にして、ライテ木ング

ポジションからスイッチ類のひとつに至るまてを、徹底的に造り込んだ。栢美さ

はない。しかし、不足を感じるものも1nIひとつないはずだ。さてその成果は、あな
たにご理招項けるてあろうか。

FZシリーズの旗艦たる750として、まずそのフォル

ムに注nしてはしい。エアロダイナミクスを極限まて
追求しつつも、レーシー指向とは明らかに箱栓画

している。それていて挑みかけるかのように低くか

まえた姿は、持てるボテンシャルを兄る人に強く印

象づけずにはおかないてあろう。次に、そのコン

パクトかつフレキシビリティに窪むライディング

ポジション。居住性を無視するわけてもなければ、

ウントてきるスリムな工

ンジンとあわせて重心

位四を下げ、前面投影

1ii.i禎を滅らし、それて＼ヽ

て51度という枡的バン

ク角を確保している、と

いった只合てある。

次にシャシー本体にFl

を移してみよう。まずフレ

ームはあのFJllOOラテ

ラルフレームの血も浜

いはj張力鋼管角形ワイドタイプ・ダプルクレードルフレーム。コンピューター

解析を多用して設計されたそれは、軽姑・高剛性かつ絶妙のバランスを得た。

フロントフォークは高剛性39¢の大径。もちろんアルミ製のスタビライザーも装

価し、FZ750の直進安定性に一役買っている。フロントサスは左右辿結セミエ

スポーツ心を損いもしない。もちろん中途・r-端な印象も決してない。それはまさに

｀ジェネシス”の思想を感じる部分だと言えよう。従米シートドにあったエア

クリ ーナーと幅広いキャプレターがエンジン真上に移動したことによって生ま

れた、スリムなニーグリップ。きっとあなたも、 ニーグリップかくあるべし、とし、う

想いを強くされるだろう。またスリムなシートは、

790mmのシート高やそのシート形状とあいまっ

て、抜群の足つき性をももたらした。二．ーグリッ

プ部分には、大容姑21£のフュエルタンクが

収まり、重址マスの集中化や低亜心化に及献

~4 , している。 燃料はそこから俎磁式フュエルボン

プにて、ダウンドラフトBSキャプレターヘIf

送されるわけだ。またタンクキャップには、突起

のないエアプレーンタイプが採用された。



ア式を採用。ヤマハ独創のバリア

プルダンバーは、内圧依存型4段階

調整叶能のフォークサlj1本式を令っ

た。リヤにはアルミ角型断面のスイン

グアームを採川したリンク式モノク

ロスサスペンション。市体の低重心

化と直址マスの集中化に大きく貢献3

加えて作り）J件の向上を図り、スイン

ングアームヒ°ボットおよびリンク機

構の各軸にはニードルローラーベアリングを採用した。さらにリヤサスには、

スプリングイニシャルとダンパー滅哀））とを同時に調節てきるリモートコント

ロール式プログラム機構をも設けるという、きめの細かい配慮も施した。

一般走行ては快適に、そしてここぞ｀というん手のひと捻りにぐっと踏んばる鍛え

抜かれた足まわりは、 FZ750の自悛のひとつてある。しかし、ジェネシスの息

フレームマウントのフェアリングは、整備

性を考應した4ピース構造。そしてスラン

トノーズともいうべきその前面にはフ

ェアリングと面ー化された児形2

灯式ハロゲンヘッドランプ

が収まり、 35/35Wとい

う大光批て路面を

コクピット。あな

てある。針の動き

ぶられるタコメーターを中央に配

し、スピードメーター、水温叶・燃料

計が花ぶ3連メーター。屯磁フュエル

ティングを足まわりに施した。たとえばシャシーとしてのジオメトリーとアライメント。

FZ750はフロントフォークとフレームの剛性を品くすることによって直進性を得、

16インチフロントホイールの採用とキャスター角を立 Z

てることによってコーナリング性能を得た。つまり直進

安定性と旋阿性を品次冗て両立したのてある。ここ

て留慈してほしいのは、決してアライメントの I：夫だ

けてその両立を成したのてはない、ということだ。高剛

性の骨格、そして他に類を兄ないはどの低亜心・重

址マスの集中設計があったからこそ、従米はそのバ

ランスを得るしかなかった直進安迫性と旋回性を、

真にあわせもつことがてきた~ のてある。

ストッピングパワーのた

よりもさらにサイズを大

めには、わがFJllOOのそれ

きくした対In]ヒ°ストンキャリパ

ィスクプレーキを、トリプルて，， 
制動力の強力さ、そして過酷な

一

ともなって

採用され

た電気式燃料リザーブ切り換

えスイッチは、チョークノ

プとともにフェアリングの

ィンナーパネルト．という、

よ行中操作しやすい位

使用にも音をあげない安定性は無論だが、そのコントロ

ーラビリティとプレーキフィーリングの心地良さこそが、

FZ750のプレーキシス

テムの身卜なのてある。

さて、忘れてならないシャ

シー構成部品にタイヤが

ある。通常に走るかぎりは、

路面との唯一の接点てあり、

パワーを伝えることも、スピードを殺すことも、

そしてコーナリングフォースを生むことさえも、ライダ

ーはタイヤに頼っているのだ。そういう慈味てはパワーユニットよりも亜要なこのパ

ーツ、決しておざなりにはてきない。そこて F`Z750には、この一台のために専用開発

されたラジアルタイヤを装済した。フロント120/SOR-16、リヤ130/SOR-18。ラジアル

タイヤの持つ抜群のコーナリング性能、ウェットグリップの良さ耐摩耗性、そしてな

により可用設計ならてはの相性の良さ、走りの索晴らしさに、ご期竹項きたい。

の音が1:Itにえる。さ となった。さて、スクリーンのlh]こうに、あなたは何が兄えるだろうか。それ

あ、あとはスタータ はきっと、ジェネシスという思想が拓くモーターサイクルの木米に追いない、

と私たちは忍うのだ。



FZ750:：芯り言ど：門誓（ト

FZ750仕樟鰭元 制動停止距鼈

横檀コード IFM エンジン橿頷

全長／全巾／全濃 2,22”町／755...../i.i65 ..... 気筒数配列／鯰憤気量

翰間距譴 1,485""' 内怪 X行程

シート裏／最低地上高 790""'/15511111 圧繍比

乾爆重量 209k, 最萬出力

燃賣・定地走行テスト値 42 Qk,,/ I (6Qk,,/h) 最大トルク

最小回転半径 3 2• 始動方式

~~;:~言： ヽ日晨日9譴
悶霊芯::—

巳，，：巴＇置璽
＂々 の女払い方法もおり1み次第。幾通りも
のコースからn由に選べる便利さです。

lヽ0..(SOkni/h) 点火方式

ヽサイクル ・ 水冷 • 5バルプ•OOHC 燃91タンク容量

並J1J4気筒／749cc ェンジンオイル容量

68がmx 51 6- 潤滑万式

i 1 2 l パガこリー客量／型式

77ps/9. SOOrpm 1次庫逗憬構／庫逸比

7 o¼-m/6,500,pm 2次晨速機構／阜速比

セル式 クラッチ形式

ヤマハライディングスクーJV(YRS)に参加しませんカ'o@安全
運転の基本や、正しいライディングテクニックを身につけるために、YRSで学ん

でみませんか。⑥全3コース。基寝的な技術を確かなものにするオンロードコー

ス、中・高速走行のトレーニングを主体とするサーキットランコース、オフ走行の

技術を培うオフロードコースがあります。⑥国際A級ライダーやヤマハ 安全運転

推進本部インストラクターが実践的なテクニックや安全の心 を楽しく指導しま

す。⑥お申込み、お問合せは、YRSのマークのあるお近くのヤマハスポー刃舌へ。

トランジスタ 変速機形式 リターン式6段

21ヽ 2 923/2 187/1 777/1 500/ 
変速比

3 5 9 I 272/ I 125 

愴閲圧送ウェットサンプ フレーム形式 鋼管ダプルクレードル

12V 14Ah(l0Hr)/Y814L キャスタ／トレール 25"30/94暉

ギャ／I895(91／ヽ8) タイヤサイズ前／後 I 20・80A I 6・60H/ I 30・80A l 8・ 66H 

チェーン／2588(44/17) 
精動稜置・前

磁圧式ダプルディスクプレーキ

温式多板 1羹 舷圧式ディスクプレーキ

●燃賣91定められた試験条件のもとでの値です．促って走行時の気象・ill枯・車両・整傭などの鰭条件によって異なります。●本仕樟,1予告なく変更することがあります ●仕様変更などにより、写真や内容が一部実車と異なる場合があります．．ボディカラーは印刷のため、冥物と異なって見える湯合があります。
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